様式２

審議速報

次の協議会を次のとおり開催した。

	協議会名称
	平成２９年度第２回

埼玉県大里地区福祉有償運送市町共同運営協議会

	開催日時
	平成２９年１２月５日（火）

午前９：００分～１１：１０分

	開催場所
	深谷市役所３階大会議室

	出席者

※会長◎

副会長○
	【住民等の代表】○片岡善生、古郡真奈【福祉有償運送者の代表】新井隆浩【タクシー事業者の代表者】清水保人【学識経験者】◎清水海隆【埼玉県職員】滝田功【市町職員】堀越奈緒美、原常博

	
	欠席【住民等の代表】岡本安明【タクシー運転者の代表】大塚隆【タクシー運転者団体の代表】中村仁【埼玉運輸支局職員】飯塚孝廣【埼玉県職員】能勢一幸【市町職員】仙波知明

	次回開催予定日
	平成３０年６月下旬

	問い合わせ先
	深谷市福祉健康部障害福祉課

電　話０４８（５７１）１２１１（内線３３３９）

ＦＡＸ０４８（５７４）６６６７
メールアドレスsyougai@city.fukaya.saitama.jp

	会議の概要
	１開会　　　　　司会　深谷市障害福祉課市川課長補佐
２会長あいさつ　清水海隆会長
３協議及び報告
1 未就学児の送迎について
NPO法人はーとふるさぽーと
　原則は福祉有償運送の対象外である未就学児について相談がある。5歳の双子で2名とも療育手帳A(知的障害)を所持し、保育園から自宅間の送迎について福祉有償運送を利用したい希望があり、引き受け可能な「NPO法人はーとふるさぽーと」が出席した。
　これまで送迎してきた祖母が双子の障害特性(大声を出す等)により運転時に注意散漫となり、軽度の事故を2度起こしていることから必要性が認められた。
　条件として基本的に同一の運転者に固定し、双子の安心と安全が保たれるようにすることが付された。
2 更新登録申請案について
３団体から更新申請がなされる。１団体ごとに面接を行い、書類について確認がなされる。
ア：NPO法人しらかば
・各種提出書類の記載方法や様式の誤りについて修正の必要を協議。後日修正したものを事務局に提出することとなる。
・運転予定者名簿に７８歳と高齢のかたが含まれるため、できる限り運転者から除外するよう助言がなされた。
・書類の修正が確認された時点で更新協議が調ったこととする。
・対価の変更について申請がなされる。1kmあたり100円加算の料金を120円にし、無料であった待機料金を30分あたり500円とする変更であるが、職員数の増加によりやむを得ない料金の値上げであること、タクシーの半額以下であることから変更について認められる。
イ：NPO法人WISH
・運転予定者名簿に75歳、73歳と高齢のかたが含まれるため、できる限り運転者から除外するよう助言がなされた。
・書類の修正が確認された時点で更新協議が調ったこととする。
ウ：NPO法人ソーシャルネットワーク
・書類の修正が確認された時点で更新協議が調ったこととする。
3 変更申請について
２団体から変更申請がなされる。
ア：NPO法人自立生活センター遊TOピア
・ガソリン代実費を1kmあたり20円から40円に変更する等の申請がなされる。法人運営上、やむを得ない値上げであり、タクシーの半額以下であることから認められる。
イ：社会福祉法人熊谷福祉の里
・介護保険部分にかかる自己負担について、２割負担の設定が新設されたことによる変更がなされ。認められる。
4 軽微な事項の変更届、車両写真、安全講習会について
11団体から軽微な事項の変更届があり、特に指摘はなく了解される。オの安全講習会未開催については、厳重注意がなされる。
ア：みんなの手　　　　　車両の入れ替え
イ：埼玉療育友の会　　　運転者の増加
ウ：遊TOピア　　　　　 運転者の増加
エ：CILひこうせん　　　法人住所異動、車両の入れ替え
オ：埼玉のぞみの園　　　運転者の増加
　　　　　　　　　　　　安全講習会が三か月未開催
カ：さいゆう　　　　　　運転者の増加
キ：レスパイトゆう　　　吉見町を運送区域から外す
　　　　　　　　　　　　車両の減少
ク：幸生会　　　　　　　車両の増加
ケ：緑と文化と福祉の街　車両の入れ替え
コ：はーとふるさぽーと　車両の増加
　　　　　　　　　　　　運転者の増加
サ：熊谷福祉の里　　　　車両の増加
議事終了
４　その他
主管事務局については、平成２９年度までが深谷市で、平成３０年度から平成３２年度までは寄居町となります。
５　閉会



